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名 前

2 けたのたし算

＋

3

2＋

3

2＋

3

2
5 5 5



1

10 円玉の数は

10 円玉は、あわせて何こありますか。

＋

3 こ＋ 2 こ＝ 5 こ

10 円玉は 5 こです。
この　3 ＋ 2 ＝ 5　の 5 は、50 のことです。



2

十タイルの数は

十タイルは、あわせて何本ありますか。

＋

3 本＋ 2 本＝ 5 本

十タイルは 5 本です。
この　3 ＋ 2 ＝ 5　の 5 は、50 のことです。



3

一のタイルの数は

一のタイルは、あわせて何こありますか。

＋

3 こ＋ 2 こ＝ 5 こ

一のタイルは 5 こです。
この　3 ＋ 2 ＝ 5　の 5 は、5 のことです。



4

10 円玉の数も、十タイルの数も、一のタイルの数も、
数の大きさはちがっても、みな　3 ＋ 2　で計算でき
ます。

＋

3

2＋

3

2＋

3

2
5 5 5



5

【れんしゅう 1】

何本と何こですか。□の中に数字だけ書きましょう。

①

②

＋

＋

＋

＋



6

【れんしゅう 1のこたえ】

①

②

＋

＋

＋

＋

7

8

6

9



7

⑴　36 ＋ 42　の計算
たてがきで計算しましょう。たてがきの計算のこ

とを「ひっ算」といいます。

3

十

4＋

6

一

2

3

十

4＋

6

一

2

① 36 は 3 本 6 こ、42 は 4
本 2 こなので、十のくらい
に「3」と「4」、一のくらい
に「6」と「2」を書きます。

②タイルをおきます。



8

③タイルをおろします。
ここでしつもんです。

【しつもん 1】

「一のくらい」と「十のくらい」とでは、どちら
から先に計算をはじめるとよいと思いますか。

ア  「一のくらい」から	 （　　）人
イ  「十のくらい」から	 （　　）人
ウ　どちらからはじめてもよい	 （　　）人

3

十

4＋

6

一

2



9

【しつもん 1のこたえ】

「一のくらい」から先に計算をはじめます。その
理ゆうは、あとでわかります。

＋

④一のタイルをおろします。
6 こ＋ 2 こで 8 こ。

⑤十タイルをおろします。
3 本＋ 4 本で 7 本。

答えは、7 本 8 こで 78。

3

十

4＋

6

一

2

8

3

十

4

7

＋

6

一

2

8



10

先生から、くらいどりの台紙 2 まいと、タイルを
いんさつしたかみをいただきましょう。

つぎのれんしゅうごとに、タイルを切りとって、
計算につかいましょう。

【れんしゅう 2】

① 23 ＋ 56

② 13 ＋ 72



11

2

十

5＋

3

一

6

十

＋

3

一

6

2

5

2

5

2

5

十十

＋＋

33

一一

66

99

【れんしゅう 2の答え】

① 23 ＋ 56

7



12

1

十

7＋

3

一

2

十

＋

3

一

2

1

7

十十

＋

＋

＋

33

一一

22

55

【れんしゅう 2のこたえのつづき】

② 13 ＋ 72

1

1

7

7

8



13

【もんだい 1】

タイルを頭にうかべながら、計算しましょう。

4
3

＋ 2
4③

5
1

＋ 4
4④

3
1

＋ 2
7①

6
1

＋ 3
2②

6
2

＋ 2
5⑤

4
4

＋
3
5

⑥



14

【もんだい 1の答え】

4
3

＋
6
2
4

7

③

5
1

＋
8
4
4

6

④

3
1

＋
9
2
7

4

①

6
1

＋
5
3
2

7

②

6
2

＋
7
2
5

8

⑤

4
4

＋
8

3
5

8

⑥

一のくらいから
先に計算します



15

【もんだい 1のつづき】

タイルを頭にうかべながら、計算しましょう。

2
6

＋ 3
5⑨

7
2

＋ 4
4⑩

1
2

＋ 6
3⑦

4
5

＋ 5
1⑧

3
3

＋ 2
2⑪

7
1

＋
8
1

⑫



16

【もんだい 1のつづきの答え】

2
6

＋
8
3
5

8

⑨

7
2

＋
8
4
4

9

⑩

1
2

＋
9
6
3

3

⑦

4
5

＋
6
5
1

9

⑧

3
3

＋
4
2
2

6

⑪

7
1

＋
9

8
1

8

⑫

一のくらいから
先に計算します



17

⑵　24 ＋ 30　の計算
先生から、くらいどりの台紙 3 まいと、タイルを

いんさつしたかみをいただきましょう。
つぎのれんしゅうごとに、タイルを切りとって、

計算につかいましょう。

【れんしゅう 3】

① 24 ＋ 30

② 50 ＋ 37

③ 30 ＋ 40



18

2

十

3＋

4

一

0

十

＋

4

一

0

2

3

十

＋

一

0

42

3

2

3

十

＋

4

一

0

【24＋ 30の計算のたしかめ】

5 44



19

5

十

3＋

0

一

7

十

＋

0

一

7

5

3

5

3

5

3

十十

＋＋

00

一一

77

77

【50＋ 37の計算のたしかめ】

8



20

3

十

4＋

0

一

0

十

＋

0

一

0

3

4

3

4

3

4

十十

＋＋

00

一一

00

00

【30＋ 40の計算のたしかめ】

7



21

【もんだい 2】

タイルを頭にうかべながら、計算しましょう。

0
6

＋ 2
3③

0
5

＋ 7
2④

0
2

＋ 2
6①

0
3

＋ 3
4②

8
0

＋ 1
5⑤

1
0

＋
3
5

⑥



22

【もんだい 2の答え】

0
6

＋
5
2
3

6

③

0
5

＋
9
7
2

5

④

0
2

＋
8
2
6

2

①

0
3

＋
7
3
4

3

②

8
0

＋
6
1
5

8

⑤

1
0

＋
8

3
5

1

⑥

一のくらいから
先に計算します



23

【もんだい 2のつづき】

タイルを頭にうかべながら、計算しましょう。

0
0

＋ 6
1⑨

0
0

＋ 5
2⑩

4
0

＋ 2
4⑦

7
0

＋ 2
1⑧

0
0

＋ 5
4⑪

0
0

＋
6
3

⑫



24

【もんだい 2のつづきの答え】

0
0

＋
7
6
1

0

⑨

0
0

＋
7
5
2

0

⑩

4
0

＋
6
2
4

4

⑦

7
0

＋
3
2
1

7

⑧

0
0

＋
9
5
4

0

⑪

0
0

＋
9

6
3

0

⑫

一のくらいから
先に計算します



25

⑶　39 ＋ 28　の計算
先生から、くらいどりの台紙と、タイルをいんさ

つしたかみをいただきましょう。
もんだいは、

39 ＋ 28
です。

タイルを切りとって、計算につかいましょう。



26

【39＋ 28の計算のたしかめ】

3

十

2＋

9

一

8

3

十

2＋

9

一

8

① 39 は 3 本 9 こ、28 は 2
本 8 こなので、十のくらい
に「3」と「2」、一のくらい
に「9」と「8」を書きます。

②タイルをおきます。



27

③一のくらいから計算しま
す。タイルをおろします。

9 こ＋ 8 こは 17 こなので、
1 本と 7 こになります。
1 本くり上がります。

④十のくらいのタイルをお
ろします。

3 本＋ 2 本で 5 本。

⑤ 5 本とくり上がった 1 本
で 6 本。

答えは、6 本 7 こで 67。

3

3

十

十

2

2

＋

＋

9

9

一

一

8

8

7

7

6

「いきなり 10」の方ほうで
計算しています。



28

くり上がりのある計算を、もうひとつしてみましょ
う。先生から、くらいどりの台紙と、タイルをいんさ
つしたかみをいただいて、タイルを切りとりましょう。

今どは、
27 ＋ 48

です。



29

【27＋ 48の計算のたしかめ】

2

十

4＋

7

一

8

2

十

4＋

7

一

8

① 27 は 2 本 7 こ、48 は 4
本 8 こなので、十のくらい
に「2」と「4」、一のくらい
に「7」と「8」を書きます。

②タイルをおきます。



30

③一のくらいから計算しま
す。タイルをおろします。

7 こ＋ 8 こは 15 こなので、
1 本と 5 こになります。
1 本くり上がります。

④十のくらいのタイルをお
ろします。

2 本＋ 4 本で 6 本。

⑤ 6 本とくり上がった 1 本
で 7 本。

答えは、7 本 5 こで 75。

2

十

4＋

7

一

8

5

5

7

2

十

4＋

7

一

8

「5 と 5 で 10」の方ほうで
計算しています。



31

すうじだけで　けいさんするには

「7 こと 8 こで 15 こ。
1 本くり上がり（1 を書く）。
5 を書く。」

1

8
7

＋ 4
2

5

「1 本と 2 本と 4 本で 7 本」

1

8
7

＋
7
4
2

5

⇨



32

【もんだい 3】

タイルを頭にうかべながら、計算しましょう。

6
7

＋ 4
3③

6
8

＋ 7
1④

8
4

＋ 2
6①

3
9

＋ 2
4②

9
4

＋ 2
5⑤

5
6

＋
3
3

⑥



33

【もんだい 3の答え】

6
7

＋
8
4
3

3

③

6
8

＋
9
7
1

4

④

8
4

＋
9
2
6

2

①

3
9

＋
7
2
4

2

②

9
4

＋
8
2
5

3

⑤

5
6

＋
7

3
3

1

⑥

1

1

1

1

1

1

一のくらいから
先に計算します



34

【しつもん 2】

前のページの【もんだい 3】では、一のくらいを計

算すると 1 本くり上がります。

では、一のくらいを計算したときに、2 本くり上が

る計算はあるでしょうか。あなたはどう思いますか。

ア　2 本くり上がることもある。	 （　　）人

イ　どんなときも 1 本しかくり上がらない。

（　　）人

【話しあい】

どうしてそう思うのかを話しあいましょう。



35

答えの考え方

一のくらいにくる数の中で、１番大きい数は、9 で
す。一のくらいの数が、どちらも 9 の時、たすと１
番大きな数になります。

このとき、9 ＋ 9 で 18 になります。1 本と 8 こで、
1 本くり上がります。

このことから、一のくらいを計算したときに、く
り上がりがあっても、「いつも 1くり上がるだけだ」
ということがわかります。

9
9

＋
?
?
?

8

1



36

【もんだい 3のつづき】

タイルを頭にうかべながら、計算しましょう。

7
5

＋ 4
3⑨

6
6

＋ 6
1⑩

8
8

＋ 2
2⑦

9
2

＋ 3
5⑧

9
4

＋ 4
4⑪

7
4

＋
2
4

⑫



37

【もんだい 3のつづきの答え】

7
5

＋
8
4
3

2

⑨

6
6

＋
8
6
1

2

⑩

8
8

＋
5
2
2

6

⑦

9
2

＋
9
3
5

1

⑧

9
4

＋
9
4
4

3

⑪

7
4

＋
7

2
4

1

⑫

1

1

1

1

1

1

一のくらいから
先に計算します



38

十のくらいから先に計算をはじめると

十のくらいから先に計算をはじめると、どうなる
のでしょうか。

「2 本と 4 本で 6 本」

「7 こと 8 こで 15 こ。
1 本くり上がり（1 を書く）。
5 を書く。」

「1 本くり上がったので、6 本に 1 本をたし
て 7 本。
6 をけして 7 に書きかえる。
答えは、7 本 5 こで　75。」

計算はできますが、十のくらいの答えを書きかえ
る分、手間がかかります。

8
7

＋

6
4
2

1

8
7

＋

6
4
2

5
⇨

⇨

1

8
7

＋

6
4
2

57



39

⑷　24 ＋ 56　の計算
先生から、くらいどりの台紙と、タイルをいんさ

つしたかみをいただきましょう。
もんだいは、

24 ＋ 56
です。

タイルを切りとって、計算につかいましょう。



40

【24＋ 56の計算のたしかめ】

2

十

5＋

4

一

6

2

十

5＋

4

一

6

① 24 は 2 本 4 こ、56 は 5
本 6 こなので、十のくらい
に「2」と「5」、一のくらい
に「4」と「6」を書きます。

②タイルをおきます。



41

③一のくらいから計算しま
す。タイルをおろします。

4 こ＋ 6 こは 10 こなので、
1 本と 0 こになります。
1 本くり上がります。

④十のくらいのタイルをお
ろします。

2 本＋ 5 本で 7 本。

⑤ 7 本とくり上がった 1 本
で 8 本。

答えは、8 本 0 こで 80。

2

十

十

5

＋

4

一

一

6

0

0

8

「いきなり 10」の方ほうで
計算しています。

2

5

4

6

＋



42

すうじだけで　けいさんするには

「4 こと 6 こで 10 こ。
1 本くり上がり（1 を書く）。
0 を書く。」

1

6
4

＋ 5
2

0

「1 本と 2 本と 5 本で 8 本」

1

6
4

＋
8
5
2

0

⇨



43

【もんだい 4】

タイルを頭にうかべながら、計算しましょう。

9
1

＋ 4
3③

6
4

＋ 4
1④

8
2

＋ 2
4①

3
7

＋ 3
5②

5
5

＋ 2
5⑤

1
9

＋
1
5

⑥



44

【もんだい 4の答え】

9
1

＋
8
4
3

0

③

6
4

＋
6
4
1

0

④

8
2

＋
7
2
4

0

①

3
7

＋
9
3
5

0

②

5
5

＋
8
2
5

0

⑤

1
9

＋
7

1
5

0

⑥

1

1

1

1

1

1



45

⑸　32 ＋ 6　の計算
【しつもん 3】

32 ＋ 6　をたてがきにすると、どちらが正しいで
すか。

ア  	 （　　）人

イ 	 （　　）人

3
十

6＋

2
一

3
十

＋

2
一

6



46

【しつもん 3】のこたえは イ です。

ところで、「6」を「0 本と 6 こ」と考えると、

のように、「6」の十のくらいのところに「0」を書く
こともできます。

〈計算してみましょう〉

①先生から、くらいどりの台紙をいただきましょう。

②「6」の十のくらいのところに「0」を書きましょう。

③先生から、タイルをいんさつしたかみをいただ
きましょう。切りとって、計算につかいましょう。

3
十

0＋

2
一

6



47

【32＋ 6の計算のたしかめ】

3

十

0＋

2

一

6

3

十

0＋

2

一

6

① 32 は 3 本 2 こ、6 は 0 本
6 こなので、十のくらいに

「3」と「0」、一のくらいに「2」
と「6」を書きます。

②タイルをおきます。



48

③一のくらいから計算しま
す。タイルをおろします。

2 こ＋ 6 こで 8 こ。

④十のくらいのタイルをお
ろします。

3 本＋ 0 本で 3 本。

⑤答えは、3 本 8 こで 38。

3

十

0＋

2

一

6

8

3

3

十

0＋

2

一

6

8



49

【しつもん 4】

4 ＋ 32　をたてがきにすると、どちらが正しいで
すか。

ア  	 （　　）人

イ 	 （　　）人

4
十

3＋

一

2

十

3＋

4
一

2



50

【しつもん 4】のこたえは イ です。

ところで、「4」を「0 本と 4 こ」と考えると、

のように、「4」の十のくらいのところに「0」を書く
こともできます。

〈計算してみましょう〉

①先生から、くらいどりの台紙をいただきましょう。

②「4」の十のくらいのところに「0」を書きましょう。

③先生から、タイルをいんさつしたかみをいただ
きましょう。切りとって、計算につかいましょう。

0
十

3＋

4
一

2



51

【4＋ 32の計算のたしかめ】

0

十

3＋

4

一

2

十

＋

一

3 2

0 4

① 4 は 0 本 4 こ、32 は 3 本
2 こなので、十のくらいに

「0」と「3」、一のくらいに「4」
と「2」を書きます。

②タイルをおきます。



52

③一のくらいから計算しま
す。タイルをおろします。

4 こ＋ 2 こで 6 こ。

④十のくらいのタイルをお
ろします。

0 本＋ 3 本で 3 本。

⑤答えは、3 本 6 こで 36。

0

3

十

3＋

4

一

2

十

＋

一

3 2

0 4

6

6



53

【もんだい 5】

十のくらいに 0 を書いてから、タイルを頭にうか
べながら、計算しましょう。

5
3

＋
4①

3
0

＋
5②

2
6

＋ 4
③

0
4

＋ 4
④



54

【もんだい 5の答え】

5
3

＋
4
0
4

8

①

3
0

＋
5
0
5

3

②

2
6

＋
4
4
0

8

③

0
4

＋
4
4
0

4

④



55

【もんだい 6】

十のくらいに 0 を書かずに、0 があるものと思って
計算します。これからは、この方ほうで計算します。
タイルを頭にうかべながら、計算しましょう。

6
2

＋
3①

4
0

＋
7②

0
3

＋
5③

2
5

＋ 6
④

0
5

＋ 2
⑤

0
0

＋ 4
⑥
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【もんだい 6の答え】

6
2

＋
3

3

8

①

4
0

＋
7

7

4

②

0
3

＋
5

5

3

③

2
5

＋
6
6

7

④

0
5

＋
2
2

5

⑤

0
0

＋
4
4

0

⑥
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⑹　28 ＋ 4　の計算
〈計算してみましょう〉

①先生から、くらいどりの台紙をいただきましょう。

②「4」の十のくらいのところに「0」を書きましょう。

③先生から、タイルをいんさつしたかみをいただ
きましょう。切りとって、計算につかいましょう。



58

【28＋ 4の計算のたしかめ】

2

十

0＋

8

一

4

2

十

0＋

8

一

4

① 28 は 2 本 8 こ、4 は 0 本
4 こなので、十のくらいに

「2」と「0」、一のくらいに「8」
と「4」を書きます。

②タイルをおきます。
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2

十

0＋

8

一

4

2

十

0＋

8

一

4

2

2

④十のくらいのタイルをお
ろします。

2 本＋ 0 本で 2 本。

⑤ 2 本とくり上がった 1 本
で 3 本。

答えは、3 本 2 こで 32。

③一のくらいから計算しま
す。タイルをおろします。

8 こ＋ 4 こは 12 こなので、
1 本と 2 こになります。
1 本くり上がります。

「いきなり 10」の方ほうで
計算しています。

3
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【もんだい 7】

十のくらいに 0 を書いてから、タイルを頭にうか
べながら、計算しましょう。

5
6

＋
3①

8
2

＋
4②

7
6

＋ 4
③

6
4

＋ 5
④
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【もんだい 7の答え】

5
6

＋
4
0
3

1

①

8
2

＋
5
0
4

0

②
1 1

7
6

＋
5
4
0

3

③

6
4

＋
6
5
0

0

④
1 1
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【もんだい 8】

十のくらいに 0 を書かずに、0 があるものと思って
計算します。これからは、この方ほうで計算します。
タイルを頭にうかべながら、計算しましょう。

8
5

＋
3①

4
8

＋
7②

7
3

＋
4③

5
7

＋ 6
④

7
5

＋ 2
⑤

4
6

＋ 4
⑥
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【もんだい 8の答え】

8
5

＋
4

3

3

①

4
8

＋
8

7

2

②
1 1

7
3

＋
5

4

0

③

5
7

＋
7
6

2

④
1 1

7
5

＋
3
2

2

⑤

4
6

＋
5
4

0

⑥
1 1
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文の　もんだいの　答え方
〈れい 1〉

クッキーを作りました。はじめに　15 こやけまし
た。つぎに　18 こやけました。あわせて　何こにな
りましたか。

①まず　はじめに　よこのしきを　書きます。数
字の後に「こ」も書きます。この場合はたしざ
んですから、

15こ＋ 18こ
②計算は　たて書き（ひっ算）でします。

③ 15 こ＋ 18 こ のあとに、「＝33こ」と
書きます。

④答えを　書きます。

答え　33こ

81
51

＋

3 3

1
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〈れい 2〉

クッキーを作りました。はじめに　23 こやけまし
た。つぎに　17 こやけました。あわせて　なんこに
なりましたか。

23こ＋17こ＝ 40こ

答え　40こ

たて書きで　計算したあとで書き
ます。わすれやすいので　気をつけ
ましょう。

よこのしきの下
に、たて書きの
しき（ひっ算の
しき）を書きま
す。

71
32

＋

4 0

1
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【もんだい 9】

水そうの中に、ふなが 14 ひき　めだかが 17 ひき
います。水そうの中に　魚は　あわせて　何びきい
ますか。

答え　11ぴき

【もんだい 10】

あかとんぼを 9 ひき　いととんぼを 11 ぴき　とり
ました。あわせて　とんぼを　何びき　とりました
か。

答え　16ぴき

＋
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【もんだい 9の答え】

水そうの中に、ふなが 14 ひき　めだかが 17 ひき
います。水そうの中に　魚は　あわせて　何びきい
ますか。

14ひき＋17ひき＝31ぴき

答え　31ぴき

【もんだい 10の答え】

あかとんぼを 9 ひき　いととんぼを 11 ぴき　とり
ました。あわせて　とんぼを　何びき　とりました
か。

9ひき＋11ぴき＝20ぴき

答え　20ぴき

71
41

＋

3 1

1

11
9

＋

2 0

1
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【もんだい 12】

34 と 16 をつかって　たし算の　お話を　作りま
しょう。

【もんだい 11】

水鳥さんは、色紙を 24 まいもっています。今日、
18 まい買いました。色紙は、ぜんぶで何まいになり
ましたか。

答え　　 　　　　　
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【もんだい 11の答え】

水鳥さんは、色紙を 24 まいもっています。今日、
18 まい買いました。色紙は、ぜんぶで何まいになり
ましたか。

24まい＋18まい＝42まい

答え　42まい

81
42

＋

4 2

1
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＋

十 一
くらいどりの台紙

10
ペ

ー
ジ

以
降

で
使

い
ま

す
。

１
人

当
た

り
11

枚
必

要
で

す
。

A
4

判
（

141%
）

に
拡

大
し

て
印

刷
し

ま
す

。

①数字を書く

③一のくらいのタイルをおろす⑤十のくらいのタイルをおろす

※
タ
イ
ル
は
数
字
の
よ
こ
に

は
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②タイルをおく

④一のくらいに数字を書く⑥十のくらいに数字を書く
⑦もとのよこのしきに答えを書く
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【れんしゅう 2】の　① 23 ＋ 56 10
ペ

ー
ジ

で
使

い
ま

す
。

A
4

判
（

141%
）

に
拡

大
し

て
印

刷
し

ま
す

。

【れんしゅう 2】の　② 13 ＋ 72

※そとわく（まわり）だけを切りましょう。

※そとわく（まわり）だけを切りましょう。
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【れんしゅう 3】の　① 24 ＋ 30 17
ペ

ー
ジ

で
使

い
ま

す
。

A
4

判
（

141%
）

に
拡

大
し

て
印

刷
し

ま
す

。

② 50 ＋ 37 ③ 30 ＋ 40

※そとわく（まわり）だけを切りましょう。

※そとわく（まわり）だけを切りましょう。
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39 ＋ 28 25・
27

ペ
ー

ジ
で

使
い

ま
す

。
A

4
判

（
141%

）
に

拡
大

し
て

印
刷

し
ま

す
。

27 ＋ 48

※そとわく（まわり）だけを切りましょう。

※そとわく（まわり）だけを切りましょう。
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24 ＋ 56 39・
46

ペ
ー

ジ
で

使
い

ま
す

。
A

4
判

（
141%

）
に

拡
大

し
て

印
刷

し
ま

す
。

32 ＋ 6

※そとわく（まわり）だけを切りましょう。

※そとわく（まわり）だけを切りましょう。
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4 ＋ 32 50・
57

ペ
ー

ジ
で

使
い

ま
す

。
A

4
判

（
141%

）
に

拡
大

し
て

印
刷

し
ま

す
。

28 ＋ 4

※そとわく（まわり）だけを切りましょう。

※そとわく（まわり）だけを切りましょう。
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【かんそう】

名前　　　　　　　　　　　　　　　

このべんきょうは、楽しかったですか。どれかに

○をつけましょう。

ア　楽しかった

イ　ふつう

ウ　楽しくなかった
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